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〔論文審査の要旨〕 (Summary of the Dissertation Evaluation) 

   

 本論文は，1930年代に提唱されたプロレタリア文学の「サークル」活動（政治的主張にのっと

った，集団による読書会・講演会・雑誌刊行などの文化活動）に着目した研究である。近年，戦後

1950年代のサークル文化活動に関する研究が隆盛な一方，サークル創出期の戦前の活動について

は，弾圧によって資料がほとんど残存していないとされるなど，その実態は必ずしも明らかではな

かった。本研究は，1930年代のサークルの作品や映像を発掘し，党中央のプロレタリア理論や作

品に対して地方のサークルや作家たちが「受容」しつつ「反発」していった諸相を，また中央の作

家と地方サークルとの相互の影響関係を，文学・文化研究の側面から実証的に検討している。 

 論文は，序章，二部七章からなる本論，終章により構成される。 

 第一部では，地方や在日朝鮮人などのサークル活動とその表象を扱う。「第一章 作家同盟の講

演旅行」では，プロレタリア作家の貴司山治が撮影した希少な映像に記録された岡山・高知の講演

旅行のもつ意味を同時代資料により呈示した。「第二章 岡山支部とその活動」では，岡山のサー

クル誌『鋲』『中国文芸』を解読し，各地のサークルとのネットワークの様相を明らかにするとと

もに，サークル詩人・榎南謙一の理論にとらわれない自由な詩作を解読した。 

 「第三章」と「第四章」では，中野重治の著名な詩「雨の降る品川駅」が，後続するサークル詩

人たちによっていかに批判的に受容されたかを丁寧に解読した。第三章では朝鮮プロレタリア芸術

家同盟の金龍済の詩作「鮮血の思出」を，第四章では戦後のサークル誌『ヂンダレ』に掲載された

三つの詩を扱って，それぞれの時代と地域の状況による変奏の様相を，「擬態」（ホミ・バーバ）の

概念を用いつつ緻密に解析しており，本論文の中核をなしている。「第五章 日本共産党解党派の

出版活動」は，転向者を教誡する浄土真宗の組織・帝国更新会の出版活動を対象として，「転向者

の手記もの」に描かれる家族やジェンダーの問題などをあぶり出す。 

 第二部では，著名なプロレタリア作家である徳永直と中野重治の作品を取り上げて，中央の作家

と地方サークルとの共同製作の可能性を論じた。「第六章 徳永直「文学サークル」論」では，作

品のモデルとなった長野県下の組合を特定したうえで，長野の運動と徳永の描くサークルとの相互

の影響関係を読み取った。「第七章 中野重治「空想家とシナリオ」における印刷会社サークルへ

の参加」は，中野作品と宮本百合子「朝の風」との交流やサークルとの共同製作の可能性を論じ

た。 



 このように，本論文は，地方や在日朝鮮人のサークルにおける，党中央＝東京の思潮やプロレタ

リア作家の作品への「受容と反発」の諸相について綿密に検討することによって，「文学」の概念

を拡張させるとともに，1930年代のプロレタリア文学の再評価をはかっている。対象となった地

域も，岡山，高知，朝鮮，大阪，長野，東京など広範囲にわたり，残存資料の発掘により，サーク

ル活動が1930年代全体にわたることが明らかになった。また，方法的にも，プロレタリア文学研

究の蓄積のうえに，雑誌メディア研究，ポストコロニアル理論，ジェンダー論などを援用する意欲

的な論考である。1930年代のサークル活動を実証的に検証・再評価することにより，プロレタリ

ア文学研究を大きく更新させうる研究として，高く評価できる。 

 

 以上，審査の結果，本論文の著者は博士（文学）の学位を受ける十分な資格があるものと認め

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 要旨は，1,500字以内とする。 

(Note: The summary of the Dissertation should not exceed 500 words.) 


